
プ
ラ
ス
改
定
（
０
・
９
％
）

で
す
が
、物
価
上
昇
率

（
２
・
７
％
）に
は
及
ば
な

い
の
で
実
質
引
き
下
げ
で

あ
り
、年
金
収
入
だ
け
の

高
齢
者
は
大
変
で
す
■
将

来
世
代
の
年
金
確
保
の
た

め
と
政
府
は
説
明
し
て
い

ま
す
。と
こ
ろ
が
、今
回
の

減
額
措
置
で
一
番
被
害
を

受
け
る
の
は
現
役
世
代
。

若
い
人
ほ
ど
減
額
幅
が
大

き
く
な
り
ま
す
■
寿
命
が

伸
び
た
り
、労
働
力
が
減

っ
た
り
す
る
分
、年
金
支

給
も
削
減
す
る
の
が
「
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」と

呼
ば
れ
る
減
額
措
置
の
仕

組
み
で
す
。30
年
後
に
は

国
民
年
金
が
３
割
、厚
生

年
金
も
２
割
減
る
見
通
し

で
す
■
今
で
さ
え
国
民
年

金
は
月
額
６
万
５
０
０
０

円
ほ
ど
で
生
活
で
き
ま
せ

ん
。こ
れ
が
４
万
５
０
０

０
円
程
度
に
下
が
る
の
だ

か
ら
、若
い
人
の
年
金
不

信
が
高
ま
り
か
ね
ま
せ
ん

■
少
子
高
齢
化
で
年
金
が

下
が
る
の
は
仕
方
が
な
い

と
い
う
意
見
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
未

婚
の
若
者
は
賃
金
の
低
い

非
正
規
労
働
者
に
と
り
わ

け
目
立
ち
ま
す
。正
規
雇

用
を
増
や
し
、生
活
を
安

定
さ
せ
る
こ
と
が
少
子
化

対
策
に
は
不
可
欠
で
す
。

と
こ
ろ
が
政
府
は
派
遣
の

規
制
緩
和
な
ど
に
血
眼
。

こ
う
し
た
ア
ベ
コ
ベ
を
改

め
る
こ
と
が
、年
金
財
政

の
安
定
と
年
金
へ
の
信
頼

回
復
に
つ
な
が
っ
て
い
く

は
ず
で
す
。

４
月
か
ら

年
金
受
給

額
が
下
が

り
ま
す
。

額
面
で
は
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最
後
に
、
こ
の
交
流
会

が
一
度
き
り
で
終
わ
る
こ

と
な
く
、
来
年
以
降
も
開

催
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら

願
う
と
と
も
に
、
同
じ
町

で
暮
ら
す
者
同
士
そ
れ
ぞ

れ
の
場
で
活
躍
し
、
別
海

町
を
活
気
の
あ
る
町
に
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
　

（
報
告
者
・
道
東
あ
さ
ひ

農
協
労
組
　
小
西
秀
弥
）

第20回
全道若者のつどい
日時：４月2５日㈯14：00～
会場：ＴＫＰ札幌カンファレンスセンター

　
二
年
連
続
で
政
府
が
経

団
連
へ
の
賃
上
げ
要
請
を

行
い
、
賃
上
げ
が
中
小
企

業
に
ま
で
波
及
す
る
か
ど

う
か
が
今
春
闘
最
大
の
焦

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
う
て
い
、北
ひ

び
き
で
も
賃
上
げ

　
夕
張
市
農
協
職
組
（
大

西
弘
通
委
員
長
）
で
は
、

管
内
と
比
較
し
、
給
与
水

準
が
低
い
こ
と
か
ら
、
昨

年
に
引
き
続
き
賃
金
改
善

を
実
施
。
30
代
で
１
万
円

＋
考
課
＋
定
期
昇
給
の

１
万
４
千
円
前
後
の
賃
上

げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
清
里
町
農
協
職
組
（
城

村
英
樹
委
員
長
）
で
は
、

２
０
１
４
年
４
月
に
遡

及
し
、
全
職
員
平
均
で

８
２
５
円（
0
・
28
％
）
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
実
現
。

職
員
組
合
が
毎
年
要
求
し

て
い
た
賃
金
改
善
要
求
に

対
し
、
職
員
の
日
頃
の
努

力
に
応
え
た
い
と
農
協
が

応
じ
ま
し
た
。

　
よ
う
て
い
農
協
労
組

（
浅
野
孝
一
委
員
長
）
で

は
、
人
材
確
保
を
目
的

に
、
初
任
給
を
道
職
員
並

に
引
き
上
げ
る
た
め
、

4
２
０
０
円
の
改
善
を
決

定
。
あ
わ
せ
て
全
体
の
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
も
行
い
、
定

昇
別
の
平
均
２
、３
０
０

円
程
度
引
き
上
げ
に
な
り

ま
す
。

　
北
ひ
び
き
農
協
労
組

（
磯
崎
泰
秀
委
員
長
）は
、

人
事
院
勧
告
の
賃
金
改
善

に
な
ら
い
、
２
０
１
５
年

度
は
、
平
均
０
・
27
％
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

【
新
篠
津
】

55
歳
以
上
の
定
時
給

与
支
給
基
準
見
直
し

　
春
闘
要
求
が
出
始
め
、

既
に
回
答
が
返
っ
て
き
た

単
組
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

新
篠
津
農
協
職
組
（
木
野

田
崇
委
員
長
）
で
は
、
55

歳
以
上
の
定
時
給
与
（
燃

料
手
当
除
く
）
は
、
誕
生

日
以
降
の
支
給
率
が
50
％

と
な
っ
て
お
り
、
支
給
基

準
を
一
律
55
歳
到
達
後
の

3
月
末
に
変
更
す
る
こ
と

を
要
求
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
農
協
は

退
職
日
も
３
月
末
と
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
整
合

性
を
図
る
観
点
か
ら
、
定

時
給
与
の
支
給
基
準
を
55

歳
到
達
時
の
３
月
末
に
変

更
す
る
と
回
答
し
ま
し

た
。

　
２
月
20
日
、
道
東
あ
さ

ひ
農
協
労
組
別
海
分
会
と

別
海
町
職
員
組
合
青
年
女

性
部
と
の
異
業
種
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
会
は
、
役

場
側
よ
り
打
診
を
受
け
た

も
の
で
、役
場
か
ら
21
名
、

別
海
分
会
か
ら
は
18
名
が

参
加
。
交
流
会
は
く
じ
引

き
に
よ
り
配
席
を
決
定
。

会
場
内
は
妙
な
緊
張
感
に

包
ま
れ
る
中
、
役
場
青
年

女
性
部
部
長
か
ら
開
会
挨

拶
が
行
わ
れ
、
双
方
の
日

頃
の
活
動
紹
介
や
参
加
者

全
員
に
よ
る
自
己
紹
介
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
個
々
で
も
お
互

い
の
業
務
や
組
織
に
つ
い

て
の
情
報
交
換
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
話
等
、
積
極
的

に
会
話
を
す
る
姿
が
随
所

に
見
ら
れ
ま
し
た
。
終
始

良
い
雰
囲
気
の
中
、
交
流

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
初
開
催
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
当
初
は
「
う
ま
く

交
流
す
る
こ
と
が
出
来
る

か
」「
盛
り
上
が
り
に
欠

け
る
よ
う
な
雰
囲
気
に
な

ら
な
い
だ
ろ
う
か
」な
ど
、

不
安
を
抱
き
な
が
ら
の
開

催
で
し
た
が
、
盛
り
上
が

る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に

収
穫
の
あ
る
交
流
会
に
な

っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

道
東
あ
さ
ひ
農
協
労
組
別
海
分
会

役
場
職
組
青
年
女
性
部
と
交
流

2014年度期末・決算手当
3月30日現在

2015春闘要求
3月30日現在

夕
張 

賃
金
改
善
１
万
円
超

清
里 

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
0.28
％

加
入
単
組
で
賃
金
改
善
相
次
ぐ

　
現
在
、
各
単
組
で
は

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
獲
得
を

目
指
し
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
道
農

協
労
連
で
は
、
今
年
度

初
の
試
み
と
し
て
各
地

区
農
協
組
合
長
会
に
対

し
て
給
与
改
善
・
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
実
施
の
要
請

を
行
う
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
　

　
３
月
９
日
、
木
村
正

之
中
央
執
行
委
員
長
と

九
村
信
吾
書
記
長
は
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協
組
合

長
会
事
務
局
の
北
農
中

央
会
北
見
支
所
を
訪

問
。
他
産
業
の
賃
上
げ

状
況
を
伝
え
、
農
協
で

の
人
材
確
保
や
待
遇
改

善
が
急
務
で
あ
る
こ

と
、
農
協
職
場
の
実
態

な
ど
を
交
え
て
、
賃
上

げ
の
必
要
性
を
説
明
。

組
合
長
会
で
ぜ
ひ
前
向

き
に
給
与
改
善
に
つ
い

て
論
議
す
る
こ
と
を
要

請
し
ま
し
た
。

　
対
応
し
た
中
央
会
側

は
地
区
組
合
長
会
役
員

会
へ
伝
え
る
こ
と
を
約

束
し
ま
し
た
。

　
他
地
区
に
つ
い
て

も
、
随
時
要
請
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

各地区農協組合長会へ

ベースアップ実施を要請

・新年度を控え、農協で働く労働者の賃金改善、ベー
スアップ実施を各農協においてもぜひ実施頂きま
すよう、貴組織においても協議を要請致します。

・政府においても「デフレ脱却」を目標に従業員給
与の引き上げを経営者団体等へ要請しており、給
与改善に対して税制面でも優遇を図る制度も制定
されています。各農協の職場でも、給与改善を求
める声が強まっています。

・私たち職員にとりましても生活と将来に対する不
安を抱えながら日々働いております。そうした状
況にぜひ前向きに対応ください。

・ぜひ可能な限り労働者への給与改善・ベースアッ
プに関して実施を検討くださいますよう要請しま
す。

【要請内容】

団結がんばろう（美幌春闘決起集会）


